
●復興支援や防災・減災に貢献及び継続した情報提供 

 地震による地殻（地盤）の変動を把握し、復興支援や
防災・減災に貢献 
 
 
 
 
 
 
 
 

 巨大地震発生時にも継続的な観測・情報提供ができ
るよう、機器の高度化による防災対応能力の向上 

平成23年東北地方太平洋沖地震後の余効変動※ 

 

電子基準点による地殻変動監視体制の強化 
（電子基準点の受信装置等の更新） 

《電子基準点》 

GPS受信機 

電源部 
通信装置 

傾斜計 

GNSS対応型
アンテナ 

・バッテリーの増強 
・受信機等の更新 

※地震後も継続する地殻（地盤）の動き 

平成23年東北地方太平洋沖
地震による地殻変動 

電子基準点 
牡鹿の変動量 
水平：約5.3m 
上下：約-1.2m 
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１年間の地殻変動       
（2009年～2010年） 

上下 
変動量（ｍ） 

水平変動量（ｍ） 



・我が国が「VLBI2010」に参加しない場合、地震多発地域である日本周辺の  
 プレートの動きが把握できなくなるとともに電子基準点網（GPS連続観測点）  
 や三角点等の位置決定、人工衛星 
 （準天頂衛星・GPS等）や宇宙探査 
 機の高精度軌道決定に支障をきた 
 す恐れがある。 

‐VLBIの役割‐ 

①地球規模のプレート運動の把握 ②世界測地系の座標の維持 

‐VLBIを更新する必要性‐ 
・プレート運動の把握には、それぞれのプレートに設置されている他国の 

    VLBIとの国際観測が必要であり、我が国は国際VLBI事業（IVS)の参加国 
    の一員として国際観測に参加。 

・IVSでは観測精度向上を目的として、VLBI施設の全面的な更新を伴う    
  「VLBI2010システム」に移行することを決定。 

‐VLBI2010により可能となること‐ 
・地球上における日本列島の位  

  置の精度を1mmで決定できる。 

・GPS連続観測システムと統合     
 解析することにより、プレート 

  境界型の巨大地震の監視体 
  制を強化。 

・その結果、防災・減災に必要な 
 データが提供可能となる。 

VLBIとは？ 

はるか数十億光年の彼方から、地球
に届く電波を利用し、数千kmも離れた
アンテナの距離を、わずか数mmの誤
差で測る測量技術です。 

（Very  Long  Baseline  Interferometry） 
超長基線電波干渉法 

つくばVLBI観測局 
世界のVLBI観測局 

プレートの動きが巨大
地震の引き金 

日本経緯度原点 
（東京都港区麻布台） 

世界測地系に
基づく位置の
基準の決定 

プレート運動の監視 

電子基準点による地殻変動監視体制の強化 
（VLBI観測施設の更新） 
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電子基準点による地殻変動監視体制の強化 
（潮位観測の強化） 

 大地震や津波による潮位観測の欠測を防ぐため、通信の二重化、電源
部の強化、データ記録機器の防水化対策等を行う。このことにより津波
の検出や地殻変動の監視など、防災・減災対策に重要な役割を果たす。 

     ●験潮場 
 全国２５か所に設置した験潮場 
で潮位の連続観測を行っている。 

●潮位観測の強化 

▼年平均潮位変化 
 油壺験潮場では、１９２３年の関東
大地震の前及び後で徐々に海面が 
上昇（土地が沈降）している。 

・油壺験潮場 

年平均潮位の変化 

・データ記録機器の防水化 
・電源部分の強化 

FOMA網 

国土地理院 
（茨城県つくば市） 

IP-VPN網 

災害時不通 

・験潮儀の高度化 

験潮場略図 

災害時通信可 
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